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8月は、福キ

所へ提出する j

福祉年金は、

め、本人や家3
1)、本人が他c

:!、支キ合カミイ亭J

iか、毎年 8) 

支払額が決定i

提出 してい7

11ますが、:tJU

で必ず提出 1

証書のお

市では、福4
ょう、各地区t

います。 I

お盆過ぎか i

を訪問して言正ミ

の福祉年金をf

f提出で‘きる ‘

もTh

8月11日、文化会館で 「おもしろコンサート」カ、聞かれました。パーカ ッション(打楽器矧の総称)や

ノ¥ンドベル (=写真)の演奏など、ふだんなじみの薄い楽器の演奏会に会場は超満員。特に、ハンドベル

のさわやかな涼しい音に、みんなは夏の岩ーさを忘れていました。

〈国1来年金課年

埼岡崎町開国岡田割

安検十る j
け診歳 ガー
る、をン 1

4年過だ l
17-ぎ と :
;固た言
しめら 1っ4
ま築 、れ 〈

月団 月て
?検ーい 7
1診固ま ;
をのす f
必白 。(

す己三 j

( 8 .H 1 H {I) 

(+ 97) 

(+ 39) 

(+ 58) 

(- 4) 

市民の動き

116，381人

56，818人

59，563人

36，454世管

)内は前月比です

中金、人口

男

女

世帯数

家庭雑排水汚泥処理施設が完成ー・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・.2・3ページ
水洗化で快適な生活を....................................4 ~ 6ページ

国勢調査に御協力を・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー.....7ページ

お年寄りの皆さん悪徳商法に御注意・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8ページ

勤労青少年ホームの後期教養講座に御参加を............9ページ

お知らせ・・ ・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ .... . .....• ・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・ 1O~14ページ
おくやみ・ー................................・・ー・・・・・・・・・ ...........14ページ

高齢者福祉特集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・特集 1~4 ページ

主な内容



広報 だ 昭和60年9月1日一一一(2)ー

汚泥処理施設が完成
4型車型理罫困

市
が
昨
年
度
か
ら
二
億
八
千
万
円
を
か
け
て
建
設
を
進
め
て
き
た
「
家

庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施
設
」
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
、

市
内
に
一
方
二
千
余
基
あ
る
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
か
ら
収
集
し
た
汚

泥
を
処
理
し
ま
す
。
処
理
方
式
は
、
収
集
汚
泥
を
脱
水
汚
泥
と
処
理
水
に

介
離
し
、
脱
水
汚
泥
は
完
熟
堆
肥
と
し
て
農
地
還
元
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。
私
た
ち
の
環
境
、
と
り
わ
け
緑
と
き
れ
い
な
川
の
水
を
守
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
使
命
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
全
国
に
先
が
け
た
生
活
排

水
浄
化
運
動
に
、
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
と
河
川
の

水
質
浄
化
を
目
的
に
、
市
が
昨
年
度

か
ら
建
設
を
進
め
て
き
た
「
家
庭
雑

排
水
汚
泥
処
理
施
設
」
が
、
こ
の
ほ

ど
上
小
衛
生
施
設
組
合
の
東
隣
り
に

完
成
し
ま
し
た
。

河
川
の
汚
濁
は

生
活
排
水
が
中
心

えつ

家庭
雑排水

近
年
、
河
川
の
汚
濁
は
生
活
排
水

に
よ
る
も
の
が
中
心
に
な
っ
て
き
て

続
い
て
活
性
炭
吸
若
に
よ
る
高
度
処

理
を
行
い
ま
す
。

に
施
設
へ
の
投
入
量
を
増
加
さ
せ
、

十
月
か
ら
は
本
格
収
集
と
な
る
予
定

で
す
。
収
集
が
開
始
さ
れ
る
と
、
許

T
J
t
c
乙
ヨ
ゼ
、
ヨ
了
ヨ

h-
一〈
一

r
+
l
罰
ア
ワ
ニ

戸第942号

お
り
、
市
で
は
、
生
活
排
水
対
策
と

し
て
下
水
道
使
用
区
域
外
に
お
い
て
、

昭
和
四
十
八
年
以
来
、
「
家
庭
雑
排
水

簡
易
浄
化
槽
」
の
設
置
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
十
八
年

度
に
は
、
設
置
基
数
の
合
計
が
一
万

二
千
基
を
超
え
、
普
及
率
は
五

O
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

一
方
で
は
、
浄
化
槽
に
た
ま
る
汚
泥

の
処
分
方
法
が
、
新
た
な
問
題
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
た

び
同
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

脱
水
汚
泥
は

完
熟
堆
肥
に

同
施
設
の
処
理
方
式
は
、
収
集
汚

泥
を
脱
水
汚
泥
と
処
理
水
に
分
理
し
、

脱
水
汚
泥
は
、
醗
酵
堆
肥
化
装
置
内

で
約
二
十
日
間
、
高
温
醸
酵
さ
せ
た

後
、
袋
詰
め
し
完
熟
堆
肥
と
し
て
農

地
還
元
な
ど
の
有
効
利
用
を
図
り
ま

す
。

一
方
、
処
理
水
は
、
隣
接
す
る

市
の
公
共
下
水
道
処
理
施
設
で
さ
ら

に
浄
化
を
し
、
千
曲
川
へ
放
流
し
ま

す
。ま

た
、
施
設
の
公
害
防
止
に
も
重

点
を
お
き
、
特
に
悪
臭
対
策
は
、
施

設
内
の
臭
気
を
高
濃
度
と
低
濃
度
の

二
系
列
に
分
け
吸
引
し
た
後
、
酸
-

T
ん
も
り
H
1
h
K
L
J
O
A長
集
法
岐
‘
品
仇
浪
叩
-
t
h
hり
い
、



院
い
て
活
性
炭
吸
お
に
よ
る
高
度
処

舟
.
を
一
行
い
ま
す

収
集
方
法
は

自
治
会
ご
と
に

だ

同
地
設
は
、
昭
和
六
十
六
年
度
を

目
標
年
度
に
お
き
、
一
日
当
た
り
の

処
理
円
以
は
八
十
ト
ン
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
収
集
対
象
と
な
る

家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
は
、
現
在

よ
り
七
千
基
多
い

二
万
基
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

収
集
方
法
は
、
効
率
よ
い
収
集
を

図
る
た
め
、
自
治
会
ご
と
の
包
括
収

集
(
全
戸
一
斉
収
集
)
を
推
進
し
ま

す
。
原
則
と
し
て
、
年
六
回
の
収
集

と
し
ま
す
。
水
切
り
な
ど
の
容
器
を

設
け
前
処
理
し
て
い
る
場
合
は
、
年

間
固
と
し
ま
す
。

えつ一 (3)一一一 昭和60年 9月1日 広報

収
集
許
可
業
者
と

収
集
地
区
決
ま
る

さ
て
、
市
で
は
、
家
庭
雑
排
水
簡

易
浄
化
糟
汚
泥
を
収
集
運
搬
す
る
業

者
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
下
表
の
よ
う
に
収
集
許
可

業
者
と
収
集
地
区
が
決
ま
り
ま
し
た
。

汚
泥
の
収
集
は
九
月
二
日
か
ら
開

始
と
な
り
ま
す
が
、
処
理
施
設
の
試

運
転
を
行
う
た
め
九
月
中
は
段
階
的

に
地
誌
へ
の
投
入
量
を
増
加
さ
せ
、

十
月
か
ら
は
本
格
収
集
と
な
る
予
定

で
す
。
収
集
か
開
始
さ
れ
る
と
、
許

可
章
者
か
、
初
当
地
区
を
計
画
的
に

収
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
区
ご
と
の
収
集
日
は
、
自
治
会
を

通
じ
前
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
七
月
か
ら
八
月
上
旬
に
か

け
、
自
治
会
ご
と
に
収
集
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
し
た
が
、
現
在
、

す
で
に
六

O
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る

お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
と
河
川
の
汚
濁
防

止
の
た
め
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
の
お
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

家庭雑排水汚泥収集運搬料金表

収集畳間 料 金円

200.e未満 800円

200.e以上-250.e未満 1，000円

250.e以上-300.e未満 1，300円

300.e以上 50.e増すごとに300円加算

。ホース延長加)による加算料金

30m以上-60m未満 120同

60m以上 270同

※市内全域、統一料金です。

中塩田 (下本郷・上本郷・中野・学海南・学海北・上小島・下小島・保野・舞回・八木沢)

上田市別所 |別 所(上手・院内・大湯・分去)温泉1880-11'" '" \ ~ ' "'u'， ~ _ .. " "~ I 

(:38~2132 ) -1神 科(畑山・伊勢山・神科新屋・野竹・西野竹・笹井・川原・岩門・富士見台)
北 部(上川原柳町・下川原柳町・柳町・上紺屋町)

中塩田 (五加・東五加)

西塩田 (十人・東前山・西前山・手塚・塩田新町・山田・野倉)

神 科(染屋・蛇沢・金井・山口)

東 部(踏入・泉町・材木町・常入)

東塩田(平井寺・鈴子・石神・柳沢・下之郷・桜)

泉 田 (半過・福田・吉田)

上回世ZZ|神 )11 (大屋岩下下青木みすず台南みすず台北上青木梅が丘 久保林 黒坪 }
¥上沢・国分・下堀・上堀 / 

(24-9077) I 、
南部

中央

上田市 |川 西 (仁古田・岡・浦野・藤之木・越戸・小泉・下室賀・上室賀・ひばりケ丘)

御所331-10I神 科(大久保・長島・金剛寺)

(27-4007) 1北 部 (新田)

辺 (上田原・川辺町・倉升・神畑・下之条・築地・東築地)

殿(森・大白木・長入・宮之上・小井田・中吉田・町吉田・桜台・ひかり・下吉田林之郷)

部/下紺屋町鎌原西脇新町諏訪部生塚常磐町緑が丘 新屋緑が丘北)

¥緑が丘西・城北

富士山(奈良尾・中組・下組)

城 下(小牧・諏訪形・須川・中村・朝日ケ丘・三好町・御所・中之条・千曲町)

豊 殿(下郷・岩清水・矢沢・赤坂・漆戸)

塩 尻(秋和・上塩尻・下塩尻)

家庭雑排水簡易浄化槽汚泥の収集許可業者と担当地区

塩田衛生社
(代表・浅岡三郎)

上田市
前山38-2

(38-6657) 

周産業
(代表・藤極武子)

字治産業
(代表・字梶定治)

点
を
お
き
、
特
に
悪
臭
対
策
は
、
施

設
内
の
臭
気
を
高
波
度
と
低
濃
度
の

二
系
列
に
分
け
吸
引
し
た
後
、
陵
・

ア
ル
カ
リ
に
よ
る
薬
液
洗
浄
を
行
い
、

川

豊

西

上田市
秋和24-1

(24-9592) 

上田市
御所543-4

(22ー2951)

側衛 研
(代表・西沢澄人)

上田清掃事業
協同組合
(代表・北沢紀男)

千曲清掃社
(代表・西川貞一)
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第25回全国下水道促進デー・9月10日

今
年
も
九
月
十
日
を
中
心
に

「
第
二
十
五
回
下
水
道
促
進
デ

l
」
が
、

全
国
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

市
で
も
、
促
進
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
い

ろ

い
ろ
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
九
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
下
水
道
課
内
に
普
及
相
談
所
を
開
設
し
、「
下
水
道
な
ん
で
も

相
談
」
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
下
水
浄
化
セ

ン
タ
ー

(終
末
処
理
場
)
を

一
般
開
放
し
自
由
見
学
を
受
け
付
け
ま
す

の
で
、

お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

雑
排
水
は
6
か
月
以
内

便
所
は

3
年
以
内
に

(1)]ドl

1

0
0 

下
水
道
の
財
源

下
水
道
を
建
設
し
運
営
し
て
い
く

た
め
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
費
用
が

附
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
意
外

に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
下
水
道
の

背
用
は
、
大
き
く
分
け
る
と
建
設
貨

と
維
持
管
理
貨
と
に
分
か
れ
ま
す
。

建
設
貨
は
、
国
首
と
地
方
費
に
分
か

れ
、
さ
ら
に
地
方
官
は
、

一
般
市
町
、

地
方
債

(
市
の
借
金
)
と
、

皆
さ
ん

に
収
め
て
い
た
だ
く
長
経
者
負
卯
令

と
に
分
か
れ
ま
す
。

維
持
作
理
代
は
、
原
則
と
し
て
使

用
料
で
州
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
足

す
る
場
合
は
市
首
を
充
当
し
て
い
ま

す
。水

洗
化
工
事
の
手
続
き

市
で
は
、
本
管
め
て
い
や
が
終
了
し

て
下
中
小
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
通
知
し
ま
す
。
通
知
を
受
け
た

ら
、
す
ぐ
に
工
事
が
で
き
ま
す
。
工

下
の
千
続
き
は
、
市
の
下
水
道
指
定

工
慎
a

自
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

化
加
i円

F
、
T
aも
お
お
ヂ
作
口

4
L
U品
、

b
v
1
L
1
4
u
'命

4br

月
末
で
使
用
で
き
る
戸
数
は
八
千
八

μ
じ
L
l

二
戸
、
使
用
し
て
い
る
戸
数

受
け
付
け
る
と
現
地
調
を
を
し
て
碓

認
申
詰
蓄
を
作
成
し
、
依
頼
主
に
提

出
し
ま
す
。

こ
の
書
飢
に
は
、
工
事

金
傾
、
図
而
な
ど
が
書
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
依
相
主
は
こ
れ
を
確
認
し

て
、
必
要
な
筒
所
に
印
を
押
し
工
事

屈
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
問
は
、
こ
の
書
館
を
市
に
提

出
し
雌
認
を
受
け
た
あ
と
工
事
に
若

手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
工
事
の

日
山
口
な
ど
は
、
十
分
に
打
ち
合
わ
せ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
工
事
が
終
了
す

る
と
、
工
事
屈
は
使
用
開
始
届
を
市

に
提
出
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
使

用
料
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
村
算
書
を
作
成
し
て
市
の
時

認
を
受
け
、
工
事
代
金
を
依
頼
主
に

詰
求
し
ま
す
。

水
洗
化
工
事
資
金

お
万
円
ま
で
融
資

下
水
道
計
画
の
あ
る
自
治
会
で
は
、

水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資
金
を
制
み

立
て
る
村
立
組
合
を
設
立
し
て
い
ま

す
。
こ
の
組
合
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
は
、
水
洗
化
工
事
に
必
要
な
資

金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
借
入

限
度
額
は
三
十
五
万
円
で
、
利

f
は

此
利
で
す
。
御
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
作
自
治
会
の
私
立
組
合
一
段
さ
ん

、
k
h抑
制
川
市
山
川

'
'
t
k
k
々

t
い
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下水道建設費の財源の内訳
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凡

J
命筒，

ら
.
す
ぐ
に
事
が
で
き
ま
す
。
工

事
の
手
続
き
は
、
市
の
下
水
道
指
定

工
事
屈
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
工
事
・
作
伯
で
は
、
申
し
込
み
を

限
度
額
は
三
十
五
万
円
で
、
利
子
は

低
利
で
す
。
御
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
各
自
治
会
め
桁
立
組
合
長
さ
ん

ト
k

h
刷
円
相
円
叫
域
ノ
¥
作
、
君
、
ぃ

。

雑
排
水
は

6
か
月
以
内

便
所
は

3
年
以
内
に

月
末
で
使
用
で
き
る
戸
数
は
八
千
八

百
七
十
二
戸
、
使
用
し
て
い
る
戸
数

は
七
千
六
百
五
!
八
戸
で
す

市
で
は
、
毎
年
七
月
一
日
に
、
下

水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

地
域
を
告
示
し
て
い
ま
す
。
告
示
さ

れ
た
地
域
で
は
、
雑
排
水
は
条
例
で

六
か
月
以
内
に
、
便
所
は
法
律
で
三

年
以
内
に
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早

く
水
洗
化
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
下
水
道
の
計
画
と
整
備
状

況
は
図
の
と
'
お
り
で
す
。
六
十
年
七

一ー(5)一一一 昭和60年 9月1日 広報

工 ナL 1{; f， 1主 !リ「 "正 J
株式会社向山鉄工所 ド之証明248 。8)2004
株式会社山 下手tll 踏人2-1 -17 (22)0271 

合資会社石井設備工業 天神2-3 -12 位2)0302

株式会社工!総商会 下之郷294-5 (38)6956 

有限会社回)L工務 Ttf 常磐城6-11-13 (22)3412 

上野設備株式会社 中央北2-1-20 (22)8022 

有限会社大屋設備工業 大屋236-20 (35)0217 

株式会社昭和設備工業 中央2-22-16 。心3911
株 式 4ZスA 社 平日 常磐城3-13-17 白4)3310

唐 沢 設 f蔚 工 業 住吉1577 (24)2602 

トキワギ水道工事届 常磐城6-9 -10 (22)1343 

中 央 設 f首 工 業 常国 2-22-32 白2)2853
E品ム玉J j頼 設 イ蔚 林之郷331 (22)3741 

株式会社川上商会 大手2-4 -48 (22)0858 

春原建設株式会社 住吉1767 (22)7018 

日本ガス水道株式会社 天神4-28-7 。司4434
長町'プロパンガス株式会社 国分542 (22)5518 

本 州 管工株式会社 若久保1543-4 (35)1054 

有限会社中村商会 天神 1-6-6 (22)0941 

株式会社城南方、ス設備 上田原435 (22)5123 

二L 一 設 {蒲 秋和882-3 (24)6593 

三栄工業有限会社 中央東 1-13 (24)1256 

北 原 設 イ結 縁が丘2-6 -21 (24)1797 

株式会社トーワ管工 住吉59-2 。カ6249
有限会社宮之上設備 芳田1040 (24)0486 

堀設備株式会社 古里42-5 (24)0521 

有限会社真田設備 住吉689 白2)0102

宮島設備株式会社 本郷610-1 (38)7474 

島田設備工業有限会社 繰が丘3-17-9 。カ5558

つ

上田市下水道指定工事庖一覧表

下水道の計画と整備状況 δ~ }.(erl 

仁コ 全体計画問 Oha
(事業認可区域<1 -

3期>998.9ha)

~第1 ・ 2 期工事(盤備済区域)
盛田第3期工事
盤整調整備i斉または現化工事を進めている地区
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水
道
の
普
及
促
進
に

関
す
る
作
品
を
募
集

日
本
下
水
道
協
会
で
は
、
下
水
道

の
持
及
促
進
に
閲
す
る
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
3

前
作
集
要
領
は
次
の
と

お
リ
で
す

①
図
面
・
ポ
ス
タ
ー
の
部

資
格
・
:
小
・
中
学
生
に
限
り
ま
す
。

規

格

:・

B
四
i
A
二
判
以
内
。
ク

レ
ヨ
ン
両
、
水
彩
画
。
ポ
ス
タ
ー

に
は
「
九
月
十
日
全
国
下
水
道
促

進
デ
|
」
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ

包、ぃ

②
作
文
の
部

資

格

・:
小
・
中
学
生
に
限
り
ま
す
。

規

格

・:
小
学
生
は
千
i
千
六
百
字

以
内
、
中
学
生
は
千
六
百
j

二
千

字
以
内
。
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

(縦
書
き
)を
使
用
し
、
タ
イ
ト
ル

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

③
棟
簡
の
部

資

格

・:
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

規

格

・:
官
製
は
が
き
一
枚
に
作
品

一
点
以
内
と
し
ま
す

(
は
が
き
の

枚
数
は
何
枚
で
も
可
)。

④
写
真
の
部

資
格
:
・
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん。

規

格

・
:
自
国
民
、
カ
ラ

l
ど
ち
ら
で

t
u
t
(
、
キ
ャ
ビ
ネ
か
ら
四
切
判

えつ広報

ま
せ
ん
。
単
一
与
ぃ
具
、
組
写
兵
の
区

別
を
明
記
し
、
組
写
真
は
三
枚
以

内
で
順
番
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

賞
に
該
当
し
た
と
き
は

ネ
ガ
を

提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
撮
彬

日
時
・

場
所
、
写
真
デ
ー
タ
ー
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
・
:
そ
れ
ぞ
れ
住
所
、
氏
名
、

職
業

(
小
・
中
学
生
の
場
合
は
学

校
名

・
学
年
)、

年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
作
文
は
、

学
校

ご
と
に
ま
と
め
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
先
・
:
市
内
大
手

一
ー

一
一
ー
一

六

上
田
市
下
水
道
課

応
募
締
切
日
・
:
十
一
月
十
五
日
掛

下水道は正しく使おう

市の下水道は分流式といい、汚水は下水道

へ雨水は道路側溝から川へ流れるようにな

っています。 したがって、雨水を下水道へ流

込むと 、下流のマンホールや低地にある家

患のマスから汚水が逆流してあふれることに

刊、たいへん迷惑をします。下水道は正し

(使いま しょフ。

会社・工場など

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら

二
十

一
日
ま
で

す
。
二
れ
は
、
長
年
、
社
会
に
尽
く

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
生
き
が
い

対
策
と
、
や
す
ら
ぎ
対
策
を
講
し
て

い
ま
す
が
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

O
高
齢
者
学
園
事
業

③エアレーション
タンク

終末処理場
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下対

i
，布

、
均
l
u
し

一

下

水

ま

と

ス

た

ま

一

の

雨

い

む

マ

、

い

一

市

、
て

込

の

り

使

一

へ

つ

1
し
宵
庖

七
世

/

、

一

九
月
十
五
日
は

「敬
老
の
日
」。
そ
し
て
、
ニ
の
日
か
ら

二
十

一
日
ま
で

の
一
週
間
は
「
老
人
福
祉
週
間
」
て
す
。
こ

れ
は
、
長
年
、
社
会
に
尽
く

し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
い
、
そ
の
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、

国
民
み
ん
な
が
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
、
み
ん
な
の

力
で
高
齢
者
福
祉
対
策
の
強
化
を
図
っ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
老
人
福
祉
週
間
を
機
に
、
高
齢
者
の
方
々
の
砂
生
き
が
い
と
や
す

ら
ぎ
。
に
つ
い
て
も
う
一
度
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
生
き
が
い

対
策
と
、
や
す
ら
ぎ
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
が
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な

い
而
も
あ
り
ま
す
の
で
、

紹
介
し
ま

す
高
齢
者
の

生
き
が
い
対
策
福
祉

O
敬
老
行
事
事
業

高齢者福祉センターでクラブ活動に精を出す皆さん

目

的

・
:
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の

長
寿
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
市

民
に
高
齢
者
に
対
す
る
敬
愛
の
精

神
と
高
齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
理

解
と
協
力
や
関
心
を
高
め
て
も
ら

い
、
高
齢
者
自
ら
の
生
活
意
欲
の

向
上
を
図
る
。

内

容

:
・
自
治
会
へ
の
委
託
事
業

リ

一
人
千
円
交
付

・
敬
老
祝
金
l
民
生
委
員
さ
ん
を

通
じ
て
次
の
金
額
を
交
付

七
十
歳
j

七
十
四
歳
・
千
円

七
十
五
歳
j

七
十
九
歳
・
二
千
円

八
十
歳
j

八
十
四
歳
・
三
千
円

八
十
五
歳
以
上
・
瓦
千
円

・
県
祝
金
l
七
十
七
歳
の
方
お
よ

び
八
十
八
歳
以
上
の
方
に
一
万
円

・
敬
老
祝
品
U

七
十
歳
以
上
に
二

百
円
、
九
十
五
歳
以
上
に
八
千
円
、

百
歳
以
上
に
一
万
円
そ
れ
ぞ
れ
相

当
の
祝
品

O
高
齢
者
学
園
事
業

的
:
・
六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
、
知
識
を
広
げ
能
力
を
開
発

し
て
生
き
が
い
を
創
造
し
、
新
し

い
仲
間
を
得
て
充
実
し
た
豊
か
な

生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
。

開

講

・:
六
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で

月
二
回
開
講

定

員

・
:
一
般
教
養
科
、
専
攻
科
と

も
に
八
十
名
。
専
攻
科
は
、
一
般

教
養
科
の
卒
業
生
が
対
象

手
続
き
・:
五
月
、
「
広
報
う
え
だ
」
や

有
線
放
送
を
通
じ
て
募
集

自
O
相
染
閣
利
用
優
待
券

発
給
事
業

目

的

:
・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
染

間

(別
所
温
泉
宮
⑧

2
1
0
0
)

の
優
待
券
を
発
行
し
、
温
泉
湯
治

に
よ
り
機
能
回
復
、
健
康
増
進
を

図
る
。

内

容

:
七
十
歳
以
上
に
は
年
十
二

回
、
六
十
歳
以
上
に
は
年
六
回
の

優
待
券
を
発
行

手
続

8
・
:
七
十
歳
以
上
の
方
は
、
老

人
健
康
手
帳
を
相
染
閣
の
窓
口
に

提
示
し
て
、
券
を
い
た
だ
い
て
く

だ
さ
い
。
七
十
歳
未
満
の
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
の
方
は
、
ク
ラ
ブ
会
長

を
通
じ
て
券
を
お
漉
し
し
ま
す



O
在
宅
老
人
機
能

回
復
訓
練
実
施
事
業

協
力
会
」
得
て
何
週
水
附
目
、
高
齢

行
制
祉
セ
ン
タ
ー
て
実
地

手
続
会
・
:
山
保
健

f
防
課
(
宮
⑫

4

1
0
0
内
線

2
9
1
)
ま
た
は
高

齢
者
悩
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫

4
1

1
9
)
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
F

自

的

・
:
脳
小
中
徒
遣
い
犯
な
ど
に
よ

け
、
体
的
機
能
に
土
防
の
あ
る
作

宅
め
内
断
行
に
付
し
必
要
な
訓
練

ル
行
い
、
U

げ
川
齢
私
引
の
日
常
生
活
の

能
力
川
知
山
と
他
山
収
用
氾
を
凶
る
。

内

容

:
;
パ
卜
此
以
上
か
付
象

k

山
山
医
師
会
、
成
教
品
病
院
の
御

O
老
人
ク
ラ
ブ
育
成

助
長
の
た
め
の
補
助
事
業

目国
勢
調
査
に

し
て
、
高
齢
者
の
教
義
を
高
め
、

健
康
の
増
進
を
岡
リ
、
老
後
の
生

活
を
健
全
て
豊
か
な
も
の
と
す
る

た
め
、
各
老
人
ク
ラ
フ
に
補
助
金

を
交
付
し
て
育
成
助
長
を
図
る
。

実

施

:
・
各
老
人
ク
ラ
ブ
員
数
に
よ

リ
交
付
金
額
は
異
な
る
。
(
六
十
年

度
の
主
人
ク
ラ
ブ
数
は
百
四
十
八
)

O
フ
ァ
ミ
リ
ー

ゲ
l
卜
ボ
l
ル
大
会
事
業

目

的

・
:
三
世
代
を
通
し
て
チ
ー
ム

を
作
り
、
世
代
聞
の
交
流
を
深
め

健
康
増
進
を
図
る
。

内

容

・
:
各
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
高

齢
者
二
人
、
小

・
中
学
生
各
一
人
、

六
十
歳
以
下
の
婦
人
一
人
の
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
子
供
た
ち
の
夏
休

み
中
に
実
施
。
今
年
は
四
十
三
チ

ー
ム
が
出
場

募

集

:
・
「
広
報
う
え
だ
」
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
公
民
館
な
ど
を
通
じ
て
募

集
O
高
齢
者

無
料
職
業
紹
介
事
業

的
:
・
高
齢
者
に
、
希
望
と
能
力

と
に
応
じ
た
適
当
な
仕
事
に
つ
く

機
会
な
ど
を
与
え
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
を
高
め
る
と
と
も
に
生
活

の
安
定
を
図
る
d

市

内

世

骨M
0

・ムハ
l

T

与
成
川
以
l

ょ
の
肯

:ru門
事
れ

目

に
、
日
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
、

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫
4

1
1
9
)
で
行
っ
て
い
ま
す
。
御

希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
の

や
す
ら
ぎ
対
策
福
祉

一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
福
祉

O
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

目

的

・
:
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、

健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
送
る
た

め
に
、
日
常
の
世
話
や
話
し
相
手

な
ど
に
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
。

対
象
者
・
・
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
、
心

身
の
障
害
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活

上
に
支
障
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方

(
所
得
額
に
よ
り
有
料
)

手
続
き

:
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
請
書

と
医
師
の
診
断
書
を
社
会
課
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8
)

へ

O
福
祉
電
話
設
置
事
業

目

的

・
:
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

ル工
v
宿
畑
出
諒
叫
仇

γ
{
j
E
R口
れ
リ
昨
唯
珂
骨
ト
4
1
C
H
h

で
の
聞
に
、
調
査
員
い
か
皆
さ
ん
の
お

宅
に
調
査
票
を
お
配
り
し
、
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
十
一
月
一
日
か
ら

使
用
す
る
た
め
設
置
(
町
与
)

対
象
者
・
:
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
て
低
所

得
者
の
万
。
電
話
取
付
料
、
基
本

料
金
は
市
が
負
担

手
続
き
:
民
生
委
員
き
ん
の
意
見
を

添
え
て
申
請
書
を
社
会
課
へ

O
火
災
警
報
器
設
置
事
業

目

的

:
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め

設
置
(
貸
与
)

対
象
者
・
・
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
て
低
所

得
者
の
方

手
続
き
・
:
申
請
書
を
社
会
課
へ

O
非
常
ベ
ル
設
置
事
業

目

的

:
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

居
宅
で
、
非
常
の
際
な
ど
近
隣
者

に
知
ら
せ
る
た
め
設
置
(
無
料
)

対
象
者
・
:
一
人
暮
ら
し
で
必
要
と
思

わ
れ
る
方
の
居
宅

手
続
き
・
・
・
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
宮
⑫

2
0
2
5
)
へ
申
品

O
布
団
丸
洗
い
乾
燥
事
業

目

的

・
:
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
方
が
使
用
し
て

い
る
布
固
め
丸
洗
い
乾
燥
を
行
い
、

快
適
に
生
活
し
て
い
た
だ
く

。
尭
俳
地
0

・ホ
m
k
m
v
菜
4
K
4
叫

l
jv
れ
t

、量キ、主旬訂「吋川、



き
が
い
を
高
め
る
と
と
も
に
生
活

の
安
定
を
図
る

内

容

・
・
・
六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象

国
勢
調
査
に

御
協
力
を

今
年
十
月
一
目
、
全
国
一
斉
に
「
第

十
四
回
国
勢
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
調
査
は
五
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
人
口
、
都

道
府
県
や
市
町
村
ご
と
の
人
口
を
正

確
に
把
握
す
る
た
め
ば
か
り
で
な
く
、

男
女
別
、
年
齢
別
、
産
業
別
、
職
業

別
な
ど
の
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
調

査
は
、
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
わ

が
国
の
実
状
、
人
口
移
動
の
実
態
な

ど
に
重
点
が
お
か
れ
、
現
在
、
わ
が

国
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

そ
の
解
決
策
を
検
討
す
る
た
め
の
重

要
な
調
査
で
す
。

だえつー (7)ー一一回昭和60年 9月1日 広報

矢出沢川上流部が

県の浄化重点地区に指定

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
県
の
「
河
川

等
浄
化
重
点
地
区
指
定
事
業
」
に
お

い
て
、
本
年
度
、
市
内
の
矢
出
沢
川

が
重
点
河
川
に
、
さ
ら
に
矢
出
沢
川

上
流
部
の
金
剛
寺
、
長
島
、
金
井
、

蛇
沢
の
四
自
治
会
が
重
点
地
区
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
県
内
の
中
小
河
川

や
湖
沼
の
中
で
比
較
的
汚
濁
の
進
ん

だ
と
こ
ろ
を
指
定
し
、
指
定
地
区
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
浄
化
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
矢
出
沢
川

は
、
神
科
地
区
や
市
街
地
を
流
れ
て

千
曲
川
に
合
流
し
て
い
る
川
で
、
上

流
部
で
住
宅
が
増
加
す
る
に
つ
れ
汚

濁
が
進
ん
で
き
た
川
の
一
つ
で
す
。

皆
さ
ん
に
御
記
入
い
た
だ
い
た
調

査
票
は
、
国
や
県
で
集
計
さ
れ
て
随

時
そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
国

や
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
は
、
そ

の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
今
後
の
行

政
を
進
め
る
う
え
で
の
資
料
と
し
ま

す。
九
月
二
十
四
日
か
ら
同
三
十
日
ま

事
業
は
、
六
十
年
度
、
六
十
一
年

度
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
先

に
行
わ
れ
た
打
ち
合
わ
せ
会
議
で
は

本
年
度
の
活
動
と
し
て
、
重
点
地
区

内
に
お
け
る
河
川
愛
護
会
の
結
成
、

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
・
事
業
所
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄

化
槽
の
設
置
促
進
な
ど
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
現
在
、
家
庭
雑
排
水
簡

易
浄
化
槽
の
汚
泥
の
収
集
処
理
を
全

市
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事

業
を
契
機
に
、
河
川
の
浄
化
に
い
っ

そ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
重
点

地
区
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
全
市
民
の

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

O
福
祉
電
話
設
置
事
業

目

的

:
・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

生
活
相
談
や
安
否
の
確
認
な
ど
に

で
の
問
に
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お

宅
に
調
査
票
を
お
配
り
し
、
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
十
一
月
一
日
か
ら

六
日
ご
ろ
ま
で

の
問
に
、
調
査
員
が

集
め
に
伺
い
ま
す
。

調
査
票
に
御
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
を
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ

り
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

あ
り
の
ま
ま
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。

今
回
の
国
勢
調
査
が
、
一
人
の
漏

れ
も
な
く
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、
皆

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生活資金貸付
(最高30万円・年平IJ6.5%・3年返済)

市では、市民の皆さんへ日・常生活に必要な資金の

貸付を行っています。貸付を希望されるかたは、生

活環境課までお問い合わせください。

0貸付を受けるには、次の条件が必要です。

グ
一
人
事
ら
し
白
方
カ
佼
用
し
て

い
る
布
団
の
丸
洗
い
乾
燥
を
行
い
、

快
適
に
生
活
し
て
い
た
だ
く
3

実

施

・0

市
が
委
託

l
F、
業
者

rz

0法律相談......13日
(午後)

(予約制) 27日

0法律相談・・・・・.12日
(登記関係)

O人権相談・・….5日 (午後)

このほか一般市民相談(日・祝日を除()，

交通事故相談(土・日・祝日を除く)は、毎日打

います。御利用ください。

9月の相談日

(午後)

世帯 世帯構成員が2人以上いること

住所 市内に引き続き 1年以上住所があること

①給与所得者は、同一事業所に 1年以上勤

職業
務していること

②事業者は、同一業種を引き続き 1年以上

営業していること

収入 80万円以上300万円以下であること
納税 市民税・固定資産税などを完納していること

※連帯保証人(1名)を必要とするときがあります。

0次の使途には、お貸しできませんので御注意くだ

きい。

事業資金、旅行資金、

貸資金、旧債返済資金、

投資および投機的資金、転

遊興費
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悪
徳
商
法
に
御
注
意

コ
ツ
コ
ツ
と
貯
め
た
お
年
寄
り
の
大
切
な
お
金
を
、
そ
っ
く
り
む
し
り

取
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
実
に
悪
質
な
商
法
が
、
近
ご
ろ
目
立
っ
て
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

某
商
事
会
社
の
金
商
法
で
、
全
国
に
た
く
さ
ん
の
被
害
者
が
出
て
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
の
網
を
く
ぐ
り
お
年
寄
り
を
食
い

も
の
に
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、
何
も
こ
の
会
社
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
、
手
を
変
え
品
を
変
え
、
お

年
寄
り
を
ね
ら
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
本
人
は
も
と
よ
り
、
周
り
の
人
た
ち

も
十
介
気
を
付
け
て
被
害
を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

えつ広報

悪
徳
商
法
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

O
現
物
ま
が
い
商
法

代
金
を
受
け
取

っ
て
お
き
な
が
ら

現
物
を
渡
き
ず
預
り
証
を
渡
し
て
現

物
を
売

っ
た
こ
と
に
す
る
商
売
、
こ

れ
が
「
現
物
ま
が
い
商
法
」
で
す
。

現
物
の
代
わ
り
に
紙
切
れ

の
証
券
に

す
り
替
え
る
の
で「
ペ
ー
パ
ー
商
法
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
某
商
事
会

8
人

社
の
金
商
法
は
正
に
こ
れ
で
す
。

O
会
員
権
商
法

ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
会
員
権
を
「
老
後
の
投
資
に

‘4
1

つ
イ
k
n
J
ゆ
り
ド
ル

F
L
L

い
つ
ず
ー¥
空
文
m昨

に
は
ほ
と
ん
ど
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
お
年
寄
り
に
売
り
込
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
売

っ
た
会
員
権
を

高
率
の
借
料
で
業
者
が
預
る
と
い
う

の
で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
利
用
で
き
な
い

施
設
だ
っ
た
り
、
交
通
不
便
な
場
所

に
あ

っ
た
り
す
る
の
で
、
会
員
権
は

値
打
ち
の
な
い
も
の
が
多
い
の
で
す
。

O
商
品
先
物
取
引

①
海
外
商
品
の
先
物
取
引

海
外
の
商
品
市
場
を
舞
台
と
し
た

先
物
取
引
で
す
。
取
引
の
商
品
は
、

き
ん金
、
プ
ラ
チ
ナ
、
砂
糖
、
大
豆
、
石

油
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
か
、
通
貨
、
債

券
な
ど
の
金
融
商
品
ま
で
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
海
外
商
品
の

先
物
取
引
の
場
合
は
、
相
場
の
動
き

を
絶
え
ず
確
か
め
る
こ
と
が
難
し
い

で
す
し
、
円
と
外
貨
の
取
引
相
場
が

い
つ
も
変
動
し
て
い
ま
す
か
ら
、
き

わ
め
て
危
険
で
す
。

②
私
設
市
場
の
先
物
取
引

国
内
に
は
、

無
許
可
の
私
設
市
場

H
r
hり
n
7
1
+
Zふ
1
0
民
間
品
川
川
け
妙
、

M
U
f
'
1
L
J
b

ービス

回
し
、
年
一
固
め
丸
洗
い
乾
燥
を

行
う

手
続
き
・
・
・
民
生
委
員
き
ん
を
通
し
て

公
正
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
一

こ
を
舞
台
に
し
た

パ
ラ
ジ
ウ
ム
な
ど

一

の
取
引
で
、
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
一

O
証

券

投

資

顧

問

一

株
な
ど
に
投
資
す
る
人
に
助
言
す
叫

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
証
一
次
の
方
々
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を

券
投
資
顧
問
会
社
で
す
。
し
か
し
、
…
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

中
に
は
、
「
保
証
金
を
払
え
ば
、
十
倍
一
上
げ
ま
す
。

の
お
金
を
貸
し
希
望
の
株
を
買

っ
て
一
マ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
協

あ
げ
ま
す
」
と
か
「
値
上
が
り
し
て
一
議
会
様
六
十
六
万
六
千
円
セ
ン

い
る

O
O
株
を
、
安
い
値
段
で
分
け
一
タ

l
送
迎
用
パ
ス
購
入
資
金
に

て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
、
う
ま
い
こ
一
マ
赤
羽
ち
か
様
(
小
泉
)
ぞ
う
き

と
を
い
っ
て
保
証
金
を
だ
ま
し
取
っ
一
ん
五
十
枚
小
泉
小
学
校
へ

た
り
、
注
文
ど
お
り
の
株
を
売
買
し
一
マ
み
つ
わ
会
婦
人
部
様
ぞ
う
き
ん

な
か

っ
た
り
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
一
九
十
枚
小
泉
小
学
校
へ

あ
り
ま
す
。

一
マ
株
式
会
社
ヤ
ジ
マ
時
計
眼
鏡
庖
棟

。

原

野

商

法

一

老

眼

鏡

(

強

、

中

、

弱

)

一

組

市

二
束
三
文
の
荒
地
を
高
く
売
り
つ
一
塩
田
支
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
用
に

け
る
商
法
で
す
。
お
年
寄
り
を
「
く
一
マ
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会

じ
に
当
た
り
ま
し
た
」
と
い
っ
て
、
由
実
行
委
員
会
様
四
十
一
万
七
千
四

温
泉
旅
行
に
無
料
招
待
し
ま
す
。

ぃ
一
百
九
十
五
円
社
会
福
祉
基
金
の
積

い
気
分
に
な
っ
て
旅
行
し
て
い
る
最
一
立
金
と
し
て

中、

パ
ス
や
旅
館
で
「
北
海
道
の
こ
一
マ
山
崎
武
横
(
山
口

)

児
童
用

の
土
地
を
買
え
ば
、
必
ず
値
上
が
り
一
歩
行
補
助
器

一
台
上
田
市
し
い
の

し
ま
す
。
二
、
三
年
後
に
高
い
値
段
一
み
園
へ

で
売

っ
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
、
き
一
マ
中
沢
要
作
様

(中
之
条
)

地
下

も
堀
り
出
し
も
の
が
手
に
入
る
よ
う
一
式
消
火
栓
一
基
消
防
用
水
利
と
し

に
思
わ
せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
叩
て

土
地
は
山
間
部
の
荒
地
だ

っ
た
り
し

m

マ

匿

名

一

万

円

社

会

福

祉

基

て
、
売
る
に
売
れ
ず
利
用
も
で
き
な
一
金
の
積
立
金
と
し
て

い
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
四

マ

匿

名

三
十
三
万
八
千
円

同

A
E
K閣
制
吐
俳
聖
ふ
車
内

ω明
作
北

&
Z
1
C
l
L
71、

御
寄
付
お
礼

助
し
て
生
活
の
向
上
を
図
る
。

対
象
者
・
・
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
い
る
家

社



判
制

f
，

f
「
L
町

ミ

E
4
τ

一
下
ん
区
'

て
、
売
る
に
売
れ
ず
利
用
も
で
き
な
一
金
の
積
立
金
と
し
て

い
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
叩

マ

匿

名

三
十
三
万
八
千
円

同
会
福
祉
基
金
め
積
立
金
と
し
て

相
会
福
制
基

F 相 942

ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

地
設
の
会
員
権
を
「
老
後
の
投
資
に

・
7
っ
て
つ
山
け
だ

-
E
ρ
っ
て
、
宰
犬
際
開

②
私
設
市
場
の
先
物
取
引

国
内
に
は
、
無
許
可
の
私
設
市
場

い
か
あ
り
ま
す
。
価
格
は
、
必
ず
し
も

社

回
し
、
年
一
回
の
丸
洗
い
乾
燥
を

行川、

7

手
続
き
:
民
生
委
員
さ
ん
を
通
し
て

申
a
削
究
日
を
社
会
謀

ハ

助
し
て
生
活
の
向
上
を
図
る

対
象
者
:
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
い
る
家

庭
。
所
得
額
に
よ
り
有
料

手
続
き
・
・
・
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
請
書

と
医
師
の
診
断
書
を
社
会
課
へ

か
ら
高
併
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
長
寿
国
(
別
所
温
向
竺
へ
送
迎

し
、
専
門
の
奉
仕
買
に
よ
る
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
(
社
会
福
祉
協

議
会
委
託
)

手
続
き
:
・
入
浴
サ
ー
ビ
ス
申
請
書
に

医
師
の
診
断
書
、
誓
約
書
を
添
え

社
会
福
祉
協
議
会
へ

寝
た
き
り
高
齢
者
の
福
祉

O
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

的
・
:
家
族
の
み
で
入
浴
す
る
こ

と
が
困
難
な
寝
た
き
り
の
高
齢
者

に
、
定
期
的
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
家
族
の
負
担
軽
減
を
し
、
高
目
的
・
:
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
使

齢

者

の

福

祉

を

図

る

。

用

す

る

居

室

、

浴

場

お

よ

び

ト

イ

実

施
・
:
入
浴
サ
ー
ビ
ス
車
で
自
宅
レ
の
整
備
に
つ
い
て
補
助

i
i
i
ii
i
ii
f
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
方
法
・
:
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

老
人
福
祉
の
問
題
は
、
将
来
、
必
接
す
る
機
会
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
の
寝
た
き
り
の
方
が
い
る
家
庭
で

ず
自
分
の
身
に
か
か
っ
て
く
る
問
題
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
一
件
二
十
万
円
以
内
補
助

で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
多
く
の
若
者
や
老
人
ホ

l
ム
に
入
所
し
て
い
る
お

手
続
き
・
:
申
請
書
を
社
会
課
へ

は
、
そ
れ
を
敬
遠
す
る
の
で
し
ょ
う
年
寄
り
は
、
わ
れ
わ
れ
が
訪
れ
る
と

O
寝
た
き
り
老
人

か
。
き
る
三
月
、
私
は
、
長
野
県
ボ
本
当
に
喜
ん
で
く
れ
、
人
生
経
験
あ

豆
期
保
護
事
業

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会
に
参
加
し
ま
ふ
れ
る
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て

安

(

し
た
が
、
全
県
下
か
ら
大
勢
の
人
た
く
れ
ま
す
。
若
者
が
訪
れ
る
と
お
年

目

的
・:
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
介

ち
が
集
ま

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寄
り
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
喜
ん
で
く
護
し
て
い
る
人
が
、
病
気
な
ど
に

老
人
問
題
の
分
科
会
に
お
い
て
若
い
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
皆

さ

ん

、

ぜ

よ

り

一
時
的
に
介
護
が
困
難
に
な

者
は
私
た
だ
一
人
で
、
こ
こ
で
も
若
ひ
考
、
え
て
み
て
く
だ
さ
い

。

っ

た
場
合
、
高
齢
者
を
老
人
ホ

l

者
の
老
人
離
れ
が
大
き
な
課
題
と
な
私
が
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
ね
る
の
は
ム
な
ど
に
短
期
入
所
さ
せ
て
一
時

っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
日
曜
日
で
す
が
、
休
日
に
も
保
護
を
す
る
。

私
自
身
も
確
固
た
る
目
的
を
持

っ

か
か
わ
ら
ず
、
家
族
の
面
会
が
本
当
対
象
者
:
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

て
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
少
な
い
の
で
す
。
現
在
抱
え
て
い
の
寝
た
き
り
の
方
が
対
象
で
七
日

で
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
え
る
立
場
で
る
老
人
問
題
の
一
端
を
、
こ
こ
で
も
聞
を
限
度
と
し
ま
す
。
多
少

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
を
始
め
若
見
た
よ
う
で
、
と
て
も
寂
し
い
気
が
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

い
人
た
ち
は
、
も
っ
と
お
年
寄
り
と
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
:
・
申
請
書
を
社
会
課
へ

目

O
寝
た
き
り
老
人

住
宅
整
備
補
助
事
業

O
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業

目

的

:
・
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
い

る
家
庭
に
奉
仕
員
を
派
遣
し
、
介

護
や
話
し
相
手
な
ど
介
護
者
を
援

若
者
と
お
年
寄
り

えつーー(3)一一一昭和60年9月1日一一一一ー広 報

長
野
大
学
く
る
み
の
会

松

井

範

夫
さ
ん

な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
原
因
か
ど
う
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
長
野
大
学
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
学
生
は
数

多
く
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
、

老
人
福
祉
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い

よ
う
で
す
。
た
だ
一
つ
、

お
年
寄
り

を
対
象
に
し
て
い
る
私
ど
も
の
サ
ー

ク
ル
も
、
事
実
上
活
動
し
て
い
る
学

生
は
、
十
名
足
ら
ず
と
い

っ
た
状
況

で
す
。

近
年
、
若
者
の
老
人
離
れ
は
深
刻

で
す
。
こ
こ
数
年
の
急
激
な
高
齢
化

と
は
逆
行
す
る
よ
う
に
、
わ
が
国
は

怯
家
脹
化
し
、
し
た
が
っ
て
、
お
年

寄
り
と
生
活
を
共
に
す
る
若
者
は
少
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多
少
の

O
寝
た
き
り
老
人

家
庭
介
護
者
厚
生
事
業

日
間
を
限
度
と
し
ま
す
。

自
己
負
刊
か
あ
り
ま
す
。

手
続
き
・
:
巾
品
書
を
社
会
諜
へ

目

的

・
:
介

A
V引
か
、
介
必
に
よ
勺

て
川
神
的
肉
体
的
に
疲
労
し
た
場

介

向

齢

行

を
U
4
人
ホ
ー
ム
な
ど

ド
入
所
さ
せ
て
介

A
朽
の
瓜
ハ
河
川

也
を
凶
る
。

対
象
者
・
:
お
お
む
ね
じ
ハ

1
K
政
以
上

の
ね
た
き
り
の
方
か
対
象
て
、
五

O
寝
た
き
り
老
人
家
庭

介
護
者
慰
労
金
事
業

目

的

・
:
家
庭
で
、
寝
た
き
り
の
高

齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
に
対
し
、

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
激
励
す
る
た

め
慰
労
金
を
贈
る
。

えつ広報
942号ー・

対
象
者
・
内
容
:
・
六
か
月
以
上
辺
た

き
り
の
六
十
丘
歳
以
上
の
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
人
。
所
得
税
課

税
状
況
に
よ
り
二
万
円
か
ら
六
万

円
ま
で
。

手
続
き
・・・
寝
た
き
り
老
人
申
請
書
と

介
護
者
慰
労
金
申
請
書
を
、
民
生

委
員
さ
ん
を
通
じ
て
社
会
課
へ

O
老
人
日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

家庭奉仕員との楽しいひととき

目

的

:
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
低
所
得
の
寝
た
き
り
高
齢
者
に
、

生
活
用
具
を
支
給
ま
た
は
貸
与
し

て
生
活
の
利
便
を
図
る
。

内

容

:
・
特
殊
寝
台
、
マ

ッ
ト
レ
ス
、

エ
ア
l
パ
ッ
ト
、
特
殊
尿
器
、
腰

掛
便
座
な
ど

手
続
き
・
:
社
会
課
へ

O
布
団
丸
洗
い
乾
燥
事
業

目

的

:
・
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
が
使
用
し
て
い

敬老の8.老人福祉週間
9月15日一21日

る
布
団
の
丸
洗
い
乾
燥
を
行
い
、

快
適
な
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
く
。

実

施

・
:
市
が
委
託
し
た
業
者
が
巡

回
し
、
年
一
固
め
丸
洗
い
乾
燥
を

行
、っ
。

手
続
き
・
・
・
民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
て

申
請
書
を
社
会
課
へ

O
非
常
ベ
ル
設
置
事
業

目

的

:
・
寝
た
き
り
高
齢
者
の
居
宅

で
非
常
の
際
、
近
隣
者
に
知
ら
せ

る
。

実

施

・
:
電
話
が
な
く
必
要
と
思
わ

れ
る
方
の
居
宅
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
無
料
で
設
置

手
続
き
:
・
社
会
福
祉
協
議
会
へ
申
請

O
車
い
す
貸
出
事
業

目

的

・
:
寝
た
き
り
高
齢
者
が
、
外

出
や
診
療
な
ど
に
必
要
な
場
合
、

無
料
で
貸
与
す
る
。

実

施

・
:
期
間
は
七
日
間
。
必
要
に

応
じ
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

手
続
き
・
:
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
痴
呆
性
老
人

短
期
保
護
事
業

目

的

:
・
痴
呆
性
の
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
人
が
、
病
気
な
ど
に
よ

リ
一
時
的
に
介
護
が
困
難
に
な

つ

れ
、
2

造
n
p処
口
、
に
州
日
物
細
川
伽

mm
、
匂
チ
も
l
h

ヘ
I'm

-
吋

で
保
認
を
す
る
。

内

容

・
:
お
お
む
ね
六
ト
五
歳
以

k

の
痴
呆
性
の
方
が
対
象
て
、
七
日

間
を
限
度
と
し
ま
す
。

手
続
き
・
・
・
民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
て

申
請
書
を
社
会
課
へ

医

療

ネ富

祉

O
医
療
費
給
付
事
業

目

的

・
:
高
齢
者
の
医
療
費
の
負
担

を
軽
く
し
、
健
康
増
進
と
生
活
の

安
定
を
図
る
。

対
象
者
・
・
・
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未

満
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

一
人
暮
ら
し
で
所
得
税
非
課
税
の

高
齢
者

内

容

・:
老
人
保
健
法
の
医
療
費
給

付
に
同
じ
(
老
人
保
健
法
に
よ
る

医
療
費
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
「
広
報
う
え
だ
」
五
月
十

六
日
号
に
特
集
で
掲
載
)

手
続
き
:
・
申
請
書
を
社
会
課
へ

お

問

い

合

わ

せ

・
・・

社
会
部
社
会
課

包
(⑫

4
1
0
0

出
円
鈎
鰍
q
u
弓

t
au

創造した

ら9時ま

ス



第 942号一

後期教養講座に御参加を

だえつ一(9)一一一昭和60年9月1日 広報

勤労青少年ホームでは、市内にお住まいか市内の事業

所に勤務する30歳未満の皆さんを対象に、次のとおり後

を開講します。奮って御参加く期教養講座(10月から)

fご、きし、。

ー
-

ただし、期限内でも定員に

申込場所・ー勤労青少年ホーム(開館時間は午後 1時~同

申込期限...9月28日比)です。

なり次第締め切らせていただきます。

お申し込みくださ9時)に必ず来館のうえ、

し、。

し
て
い
る
人
が
、
病
気
な
ど
に
よ

り
一
時
的
に
介
護
が
困
維
に
な
つ

か
、
相
苛
ム
口
、
栢
叫
嗣
刻
同
問
、
老
も
l
ヘ
'a
l
ム

お問い合わせ・・・勤労青少年ホーム(上田市二の丸3-23)

曜日 講 座 名 内 :g:・ 定員 費 用 な ど

料 理 教 室 家庭料理 6カ冶月 24名 受講料 2，000円(半年) 材料費 1，000円(月)
月

茶 道 教 ニ三ま三ニ 裏千家 6カ‘月 12名 /1 3，000円(半年) /1 500同(月)

料 理 教 ニgまzニ 家庭料理 6か月 24名 /1 2，000円(半年) /1 1，000円(月)

茶 道 教 二虫士二 江戸千家 6カミ月 12名 /1 3，000円(半年) /1 500円(月)
火

河*~三 画 教 二去主ユ 油絵・水彩 6カミ月 20名 /1 1，500円(半年) 隔週

和 裁 教 室 6カ‘月 10名 /1 1，500円(月)

来十 理 教 室 家庭料理 6カミ月 24名 /1 2，000円(半年) 材料費 1，000円(月)

水 木 周5 教 ニ三ま三ニ 農民美術 6か月 20名 /1 1，500同(半年) 隔週

茎.，主E 教 二去主ニ 山田流 5名 /1 2，500円(月)

木 七宝焼教室 12回 20名 /1 1，500円

書 道 教 室 6カ‘月 20名 /1 1，500円(半年) 材料費 500同(月)
金
手 編 教 ~士z二ー 6カミ月 10名 /1 1，500円(月 )

I ij-~)v*l5f1" I さまざまな即違った加人と出会い仲間とともに何付創造した
サークル紹介|り、スポーソで快い汗を流したりしてみませんか。毎夜 6時30分から 9時ま

でやっています。

木曜日ーマンドリン、茶道(裏千家)

金曜日…卓球、茶道(江戸千家)、軟式テニス

月曜日・・アーチェリ一、吹奏楽、バドミントン

火曜日・・・卓球

土曜日…空手、吹奏楽水曜日・・・ダンス、 空手、バレーボール
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お知らせ
よ型地域諸2222テレトピア議議会..慣 品開蝿揖 fょ・"' . ，，~・.. ・・η‘・・fJ予レトピア抽l&・a・e

爆
音
機
の
使
用
に

えつ広報

御
注
意
を

生
活
環
境
課
公
害
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

故
近
、
爆
音
機

(
主
口
鳥
威
嚇
用
爆

音
機
)
の
騎
音
背
怖
が
激
閉
し
て
い

ま
す
。
米
樹
困
や
水
田
な
ど
農
業
用

に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
胤
制
法
悦
を
越
、
え
て
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

使
用
に
あ
た

っ
て
は
、
住
宅
か
ら

お
お
む
ね
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
し
、

午
後
七
時
か
ら
午
前
四
時
ま
で
は
ぜ

っ
た
い
に
使
用
し
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
爆
音
機
の
騒
音
を

減
ら
す
た
め
、
不
用
な
時
期
に
は
使

凶
哨

d
'
3

い
L
L
d

・-円
w
b
f
A
V
J
H
M
か
ぺ
科
、
担
、

_~ 942号

「
健
康
づ
く
り

る
だ
け
防
雀
網
な
ど
を
使
用
す
る
よ

う
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

二
種
混
合
予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

二
種
出
合
(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
)
予
防
接
間
慨
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
皆
さ
ん

は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者

一

期

1
①
五
十
八
年
六
月
三
十
日

以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で

百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
人

②
四
歳
以
上
の
子
供
き
ん
で
三
種

川
出
合
の
一
一
期
を
受
け
て
い
な
い

人
(
た
だ
し
、
の
②
と
も
満
六

碍

威

令

E
A
L
m
H
』
凡
「
い

m
R
山
リ
士
会

eTtv

病
人
の
お
か
ず
と
お
や
つ
コ
ー

ナ
ー
、
寝
た
き
り
病
人
介
必
用

品
展
示
と
看
護
コ
ー
ナ
ー

期

l
①
五
十
九
年
八
月
と
九
月

に
実
施
し
た
二
時
出
合
の
一
期

を
終
了
し
た
人

②
昨
年
度
以
前
に
実
施
し
た
こ
種

混
合
の
一
期
を
終
了
し
た
人

③
三
種
出
合
を
一
期
と
し
て
二
回

以
上
接
種
し
た
子
供
さ
ん
で
、

二
期
が
済
ま
な
い
う
ち
に
五
歳

六
か
月
に
達
し
て
し
ま
っ
た
人

(
た
だ
し
、
⑦
あ
あ
)
と
も
満
七

歳
六
か
月
ま
で
の
人
に
限
り
ま

す
)

受
付
時
間
・
:
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

同
二
時
三
十
分

接
種
内
容

一

期

1
三
週
間
か
ら
八
週
間
の
間

60年度ニ種混合予防接種目程表

対象地区

9月20日倒
市内全区

上田市保健センタ-
1市役所南庁舎2附)

10月29日(刈

出受付時間は午後 1時30分から 2時30分まていです。

探駐車場が狭いので、車での来庁はなるべく徒n遠慮
くださ し、。

日実施名場ゐ、
f -

隔
で
二
回
接
椅

二

期

l
一
期
終
了
後
、
十
二
か
月

か
ら
十
八
か
月
以
内
に
一

回
接
種

受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん

①
発
熱
し
て
'い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
が
あ
る
人

②
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
患
が
急
性
期
も
し
く
は
増
悪
期

ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成

分
に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起

こ

す
こ
と
が
明
ら
か
な
人

④
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
っ
た
人

⑤
一
か
月
以
内
に、

小
児

マ
ヒ
、
麻

し
ん
(
は
し
か
)
、

風
し
ん
、

B
C

G
の
い
ず
れ
か
の
予
防
接
種
を
受

け
た
人

⑥
医
師
が
、
予
防
接
種
を
受
け
る

こ

と
が
不
適
当
と
認
め
た
人

県
民
手
帳
(
臼
年
版
)

予
約
受
付
中

企
画
調
整
課
統
計
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
2
0

毎
年
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
御

愛
用
い
た
だ
い
て
る
県
民
手
帳
六
十

一
年
版
の
予
約
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

血
河
T

旺

ιa位
同
組
械
、
仇
ほ

41
つバ
l
t
L
l
十

身
障
手
帳
、
福
祉
手
当
な
ど
の
診
断

書
や
、
本
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
判

定
書
の
作
成
が
不
可
能
な
荘
宅
重
度

副
院
長

申
込
先
・
・
・
市
福
祉
課

ー
と
し
て
の
県
民
手
帳
は
、
書
き
や

す
く
見
や
す
い
大
型
版
で
す
。
ま
た
、

六
十
一
年
版
は
、
統
計
情
報
を
御
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
資
料
編
を
充
実

し
ま
し
た。

頒

価

・
:一

冊
三
百
二
十
円

配

布

・
:
十
二
月
中
旬
の
予
定

予
約
締
切
日
:
・九
月
二
十
日
附

臨
時
保
健
婦
を
募
集

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
2
9
0

有
線
②
0
7
2
1

資

格

:
・保
健
婦
免
許
(
国
家
登
録
)

が
あ
る
人
で
、
健
康
な
人

提
出
書
類
・
:
履
歴
書
、
免
許
証
の
写

提
出
期
限
・・・九
月
十
四
日
出
ま
で
に

保
健
予
防
課
へ
御
提
出
く
だ
さ
い
。

九
釘
主
M
議
綿
肝
篠
臨
概
数
潔
拶
2

自
治
会
長
の
変
更

「
広
報
う
え
だ
」
四
月
一
日
発
行
、

第
九
三
二
号
の
中
で
、
「
六
十
年
度
上

田
市
自
治
会
長
名
簿
」
を
崎
載
し
ま

し
た
が
、
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
常
野
町
後
任
自
治
会
長

笠
井
国
男
さ
ん
含
⑮
3
5
7
0

で
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
-
一
則
の
対
象
者
で
一
同
め

に
接
椛
で
き
な
か
っ
た

f
供
さ
ん
も
、



健
康
") 

り

市
民
の
つ
ど
い
」
に

お
出
か
け
を

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

だ

市
て
は
、
山
齢
化
社
会
の
中
で
川
体

制
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
ほ
け
予

防
」
を
テ
ー

マ
に
、
「
第
七
回
健
康
っ

く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

と

き

・
:
九
日
七
日
川
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
・:
上
回
市
民
会
館

内

容
マ
式
典
・
:
0
受
付

1
正
午
か
ら

O

開
会

l
午
後
一
時

O
体
験
発

表

l
午
後
一
時
四
十
分
か
ら
同

二
時
三
十
分

O
講
演
「
ぽ
け

ち
ゃ
だ
め
」
老
人
制
祉
評
論
家
・

山

沢

勲

さ

ん

l
午
後
二
時
三

卜
分
か
ら
同
四
時

マ
位
成
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
(
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
)
・:
健
康
相

議
と
血
圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
、
備

の
相
談
と
前
み
が
き
指
導
コ

ー

ナ
ー
、
薬
の
コ

ー
ナ
ー
、
栄
養

相
談
と
塩
分
測
定
、
寝
た
き
り

えつ-ω一一一 昭和60年 9月1日 広報

病
人

の
お
か
ず
と
お
や
つ
コ
ー

ナ
ー
、
寝
た
き
り
病
人
介
護
用

品
展
ぷ
と
行

A
コ
ー
ナ
ー

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

訪
問
審
査
事
業
を
実
施

喝滋鐙幾慈愛莞器禁器F

福
祉
課
福
祉
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

歩
行
が
困
難
な
た
め
、
通
院
し
て

身
障
手
帳
、
福
祉
手
当
な
ど
の
診
断

書
や
、
卓
い
す
な
ど
の
補
装
具
の
判

定
方
の
作
成
が
不
可
能
な
在
宅
重
度

附
記
者
宅
を
、
医
師
、
行
必
婦
な
ど

が
訪
問
し
て
診
断
書
、
判
定
書

の
作

成
を
は
じ
め
医
療
や
保
健
な
ど
の
御

相
談
に
応
じ
ま
す
。
御
希
望
の
皆
き

ん
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

と

き

・
:
十
月
か
ら
十
一
月
ご
ろ
、

午
後
だ
け
二
日
か
ら
三
日
間
の
予

定
で
す
が
、
日
位
は
未
定
で
す
。

担
当
医
師
:
・国
立
東
信
病
院
・
青
木

愛
用
い
た
だ
い
て
る
県
民
手
帳
六
十

一
年
版
の
予
約
受
付
を
始
め
ま
し
た
。

'
身
近
な
情
報
、
役
立
つ
バ

l
ト
ナ

副
院
長

申
込
先
・
・
・
市
福
祉
課

三
種
混
合
予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

三
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

八
月
め
一
固
め
に
続
き
、
二
固
め
の

接
極
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

会場?"
実施日

対 ff.と I也 区
2固め 3固め

中央地区(償問・梅野町・原町 ・袋町・

馬場町・田町 ・九刷町一 ・.，j，

9 10 町・北大手)
上田市保健センター 月 月 北部地区(上川原料1I町 ・下川版科1I町・
(市役所南lす?iH許) 24 22 愛む町・上鍛出町・鍛冶町 ・

日 日
(火) (火) 上房山・下房山・機町・新

田 ・上半11屋町)

上野が丘公民館 神科地区・位殿地区

川辺地区 (上回原 ・川辺町 ・合升・神

川辺町会館 畑・下之条 ・築地 .J.k築地)

9 10 炭田地区のfl，i出 ・古田
月 月 城下地区(小牧 ・ 諏訪形 ・ ~f( 川 ・中村・ l
25 23 ~JJ 日ケ丘・三好町 ・ 御所・

三好町会館 日 臼
(ボ) (水) 中之条 ・千山町)

泉団地区の半過

川西社会福祉センター 川西地区

西部地区(下紺屋町 ・鎌原・西脇・新

町 ・諏訪音11・生坂・常磐町 ・

9 10 ~"kが丘・新屋・触が丘北 ・
上田市保健センター 月 月 触が丘西・城北)
(市役所南庁舎2階) 26 24 南部地区 (南天神町・泉平・北天神町 ・

日 日
(本) (本) 松尾町・鵬l丘町・本町・末

広町・大手町)

神川地区公民館 神川地区

9 10 
東部地区(踏入 ・泉町 ・上常国 ・中常

上回市保健センター 月 月 国 ・下常田 ・北常田・材木

(diI主"Jfr*，iI;'イ寸21:符1 27 25 問 ・常入)

日 日 塩尻地区(秋和 ・上塩尻 ・下塩尻)

塩田母子健康センター
(斜 ど前 I昆田地区

60年度(前期)三種混合予防接種目程表

※時間は、各会場とも午後1時30分から 2時30までです。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべく御遠慮くださし、。

マ
常
柏
村
町
後
任
自
治
会
長

笠
井
国
男
き
ん
含
⑫
3
5
7
0

で
、
お
受
け
く
だ
さ
い

な
お
、
-
矧
の
対
象
者
で
-
凶
め

に
接
種
で
き
な
か
っ
た
f
供
さ
ん
も
、

予
備
日

(
十
一
月
卜
阿
・
十
五
日

)

ま
で
含
め
る
と
三
回
で
き
ま
す
の
で

お
受
け
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
八

月
一
日
付
の
「
広
報
う
、
え
だ
」
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

上
田
わ
た
ぼ
う
し

コ
ン
サ
ー
ト
開
演

上
田
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会

宮
(⑮

2
6
2
9

「
上
田
わ
た
ぼ
う
し

コ
ン
サ
ー
ト
」

を
次
の
と
お
り
開
演
し
ま
す
。

「
わ
た
ぼ
う
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
と

は
、
身
体
的
障
害
と
闘
っ
て
い
る
人

た
ち
が
生
き
る
証
と
し
て
書
き
織
っ

た
詩
に
、
曲
を
つ
け
歌
と
し
て
発
表

す
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と

き

・
:
十
月
十
二
日

ω、
午
後
五

時
三
十
分
間
場
、
同
六
時
開
演

と
ニ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館

入
場
料
・
:
一
般

l
千
五
百
円
(
前
売

り
千
二
百
円
)
、
学
生
(
高
校
、
大

学

)
l千
三
百
円
(
前
売
り
千
円
可
、

中
学
生
以
下

l
千
百
円
(
前
売
り

八
百
円
)
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F
O
 

T
京
1

刀
口一

信
州
大
学
で
は
、
テ
レ
ビ
に
よ
る

一
放
送
公
開
講
座
の
受
講
生
を
次
の
と

一
お
り
募
集
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料

だ

で

す

。

え
受
講
生
の
応
募
資
格
:
・
高
等
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
り
、
次
の
こ

う

と

が

で

き

る

人

①

受

講

す

る

講

幸
座
の
テ
キ
ス
ト
を
購
入
す
る
こ
と

広

②

学

習

指

導

(
ス
ク
ー
リ

ン
グ
)

一

に

出

席

す

る

こ

と

③

ア

ン

ケ

|

一
ト
調
査
に
協
力
す
る
こ
と

一
科
目
名
:
・
電
子
工
学
l
エ
レ
ク
ト
ロ

一

ニ

ク

ス

入

門

|

一
放
送
日
時
:
・
信
越
放
送
で
十
月
五
日

一

ωか
ら
十
二
月
二
十
八
日
出
の
毎

一
週
土
曜
日
、
午
前
十
時
か
ら
同
四

一

十

五

分

一
募
集
定
員
:
・
三
百
名

号
受
付
期
間
・
:
九
月
二
日
間
か
ら
同
三

似

十

日

間

第

申
込
方
法
・
:
受
講
案
内
を
御
覧
く
だ

，

n
t
ρ

晶
4F
2
2
b
m
h
n
m
M
m掛
川
温

D
b
-副
W
A
市

信
州
大
学

放
送
公
開
講
座
の

受
講
生
を
募
集

信
州
大
学
学
生
部
学
生
課

宮

0
2
6
3
⑮
1
0
2
7

望
の
方
は
、
百
二
十
円
切
手
を
は

っ
た
封
筒
を
同
封
の
う
え、「一
T
3

9
0

松
本
市
旭
三
|
一
|
一

信
州
大
学
学
生
部
学
生
課
」
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お

受
講
案
内
は
、
信
州
大
学
繊
維
学

部
に
も
あ
り
ま
す
。

消
費
者
保
護
に
関
す
る

標
語
・
体
験
談
を
募
集

作
品
内
容

①
標
語

1
消
費
者
の
四
つ
の
権
利
(
選

ぶ
権
利
、
安
全
を
求
め
る
権
利
、

知
ら
さ
れ
る
権
利
、
意
見
を
聞

い
て
も
ら
う
権
利
)、
消
費
者
の

役
割

(
知
識
の
習
得
、
自
主
的

な
行
動
、
合
理
的
な
行
動
)
な

ど
、
消
費
者
意
識
の
高
揚
と
知

識
の
向
上
お
よ
び
消
費
者
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
も
の

②
体
験
談
H
H
訪
問
販
売
な
ど
無
庖
舗

販
売
で
の
被
害
体
験
、
悪
質
セ

ー
ル
ス
マ

ン
の
撃
退
法
な
ど
消

費
者
被
害
の
未
然
防
止
の
一
助

と
な
る
も
の

作
品
規
格

①
標
語

l
郵
便
は
が
き
に
、
標
語

(一

枚
に
一
作
品
と
し
ま
す
)、
住
所
、

ι日
Heo、
信

ル
l

齢
町
キ
・
同
明
司
此
l
レ
イ
L
/
1
げ
ん

内
の
切
手
収
集
家
の
切
手
、
有
名
人

の
手
紙
な
ど
を
展
示
す
る
ほ
か
、
逓

信
博
物
館
所
蔵
の
切
手
パ
ネ
ル
セ
ツ

3
ト
1

0

さ
い
。

②
体
験
談

l
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
枚
以
内
と
し
、
原
稿
に
は
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
て

く
だ
き
い
。

応
募
方
法
・
締
切
日
:
・
九
月
三
十
日

閉
ま
で
に
、

「干

3
8
0

長
野
市

大
字
南
長
野
字
幅
下
六
九
二

l
二

長
野
県
生
活
環
境
部
県
民
生
活
課
」

へ
御
応
募
く
だ
さ
い
。

入
選
作
品

①
標
語

l
最
優
秀
一
点
、
優
秀
二
点
、

佳
作
五
点

②
体
験
談

1
最
優
秀
一
点
、

点
、
佳
作
二
点

優
秀
一

経
営
管
理
大
学
校
の

受
講
生
を
募
集

上
田
商
工
会
議
所
宮
⑫
4
5
0
0

県
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
段

取
り
替
え
の
シ
ン
グ
ル
化
を
完
全
に

マ
ス
タ
ー
で
き
る
実
践
的
な
経
営
管

理
大
学
校
講
座
「
段
取
り
改
善
手
法

研
修
コ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
工

場
の
体
質
強
化
を
期
待
さ
れ
る
方
は
、

業
種
を
問
わ
ず
御
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
九
月
三
十
日
聞
か
ら
十
月

一一

日
嗣
(
い
ず
れ
も
畳
間
)

炉
、

.

.
 E
ソ
・0
・
i
工
田
山

車
問

T
ム

A
玄
珪
議
託
川

対
象
者
・
・・
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

の
人

内

容

:
・
①
健
康
度
測
定

l
検
尿
、

身
長
・
体
重
計
測
、
問
診
、
血
液

申受
込講
先料

上三
田千
商円
工

j事
Plr 

長
野
県
総
人
口
の

懸
賞
募
集

県
で
は
、
今
年
十
月
一
日
現
在
で

行
わ
れ
る
「
第
十
四
回
国
勢
調
査
」

の
本
県
総
人
口
を
、
次
の
と
お
り
懸

賞
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
・
・
県
内
に
居
住
す
る
人

応
募
方
法
・
:
官
製
は
が
き
に
「
長
野

県
総
人
口

O
O
人
」
と
記
入
し
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。
は
が
き
一
枚

に

一
回
答
と
し
ま
す
。

応
募
先
:
・
干

3
8
0

長
野
市
大
字

南
長
野
字
幅
下
六
九
二
|
二
長

野
県
総
務
部
情
報
統
計
課

締
切
日
・
・
・
九
月
三
十
日
間

賞
金
な
ど
・
:
ズ

パ
リ
賞
(
最
も
近
い

も
の
)

H
H
五
万
円
一
人
、
一
等
M
M

三
万
円
一
人
、
二
等

1
二
万
円
二

人
、
三
等

1
一
万
円
三
人
、
四
等

H
H
八
千
円
四
人
、
五
等
M
H
五
千
円

五
人
、
六
等
H
H
記
念
品
十
人

発
表
:
・
十
二
月
、
入
賞
者
に
直
接

通
知
し
ま
す
。

子
供
を
見
か
け
た
ら
、
自
分
の
子
供

と
同
じ
関
心
を
持
っ
て
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

ー
、
家
出
少
年
が
立
ち
寄
り
利
用
す

10月7日から実施

例年、秋に実施している「市の施設を見る会」

を、今年は10月 7日(月)、 9日休)、 11日幽に行い

ます。

詳細については、 9月16日号の「広報うえだー」

を御覧ください。

市の施設を見る会差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

O
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
祈
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左

半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名



第
申
込
方
法
・
:
受
講
案
内
を
御
覧
く
だ

戸

き

い

受

講

案

内

の
郵
送
を
御
希

第 942号ー

「
悪
徳
商
法
の
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
」
の

御
聴
講
を

上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
8
5
1
7

長
野
県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
更
埴
市
と
共
催
で
、
一
日
生

活
教
室
と
し
て
次
の
と
お
り
講
演
会

を
聞
き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

と
き
:
・
九
月
十
八
日
制
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
同
三
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
更
埴
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー

(更
埴
市
杭
瀬
下
)

演

題

:
・
悪
徳
商
法
の
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に

講
師
・
:
悪
徳
商
法
被
害
者
対
策
委

員
会
長
・
堺
次
夫
さ
ん

申
込
先
・
:
九
月
十
三
日
幽
ま
で
に、

市
生
活
環
境
課

(
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

3
0
1
)
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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手
紙
・
切
手
展

上
田
郵
便
局
で
は
、
次
の
と
お
り

手
紙
・
切
手
展
を
開
催
し
ま
す
。
市

氏枚
名』こ

年昔
齢?
をト

ii l 
し)
てィ+
(所

内
の
切
手
収
集
家
の
切
手
、
有
名
人

の
手
紙
な
ど
を
展
示
す
る
ほ
か
、
逓

信
博
物
館
所
蔵
の
切
手
パ
ネ
ル
セ
ツ

ー
も
展
示
し
ま
す

と

き

:

・
九
月
十
四
日
出
か
ら
同
十

六
日
間

と
こ
ろ
・
:
上
回
西
武
三
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

郵
便
外
務
員
の

採
用
試
験

受
験
資
格
・
:
昭
和
二
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
周
囲
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

受
付
期
間
:
・九
月
二
日
何
か
ら
同
十

一
日
附

試
験
日
・
:
十
月
十
三
日
間

(時
間
、

場
所
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
)

申
込
書
:
・
お
近
く
の
郵
便
局
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
田
保
健
所

宮
⑮
1
2
6
0
内
線
2
3
5

き
・
:
九
月
二
十
日
幽
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
二
時

と
こ
ろ
:
・
上
田
保
健
所

と

一
一
日
附
(
い
ず
れ
も
昼
間

と
ニ
ろ
:
・
上
回
商
工
会
議
所

糾
刈
曲
家
車
官
・

の
人

内
容
:
・
①
健
康
度
測
定

1
検
尿
、

身
長
・
体
重
計
測
、
問
診
、
血
液

検
査
、
眼
底
検
査
、
心
電
図
、
血

圧
測
定
な
ど
②
休
養
診
断
、
栄

養
診
断
③
栄
養
、
運
動
、
休
養

に
関
す
る
個
人
相
談
④
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
運
動
リ
十
五
分
間

歩
行

定

員

・:二
十
人
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

料
金
:
・
一
人
四
千
二
百
七
十
円

申
込
方
法
:
・
九
月
十
二
日
同
ま
で
に

上
回
保
健
所
へ
電
話
な
ど
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で

少
年
の
家
出
人
に

御
注
意
を

上
回
警
察
署

宮
⑫
3
5
6
5

例
年
、
夏
休
み
明
け
は
少
年
の
家

出
が
増
え
、
こ
れ
に
伴

っ
て
家
出
人

を
食
い
物
に
す
る
犯
罪
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
被

害
に
あ
わ
な
い
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
特
に
家

庭
に
お
い
て
も
次
の
こ
と
に
御
注
意

く
だ
き
い
。
ま
た
、
家
出
人
ら
し
い

子
供
を
見
か
け
た
ら
、
自
分
の
子
供

と
同
じ
関
心
を
持
っ
て
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

ー
、
家
出
少
年
が
立
ち
寄
り
利
用
す

る
可
能
性
の
高
い
駅
、
喫
茶
庖
、

遊
技
場
な
ど
に
長
時
間
い
る
人

2
、
夜
間
一
人
で
駅
な
ど
に
た
た
ず

ん
で
い
る
人

3
、
休
み
明
け
の
開
放
感
か
ら
学
校

に
な
じ
め
ず
登
校
拒
否
な
ど
を
し

て
い
る
人

4
、
駅
な
ど
で
、
暴
力
団
員
風
の
人

に
声
を
か
け
ら
れ
困

っ
て
い
る
人

臼
年
歌
会
始
詠
進
歌

昭
和
六
十
一
年
歌
会
始
の
お
題
・
:
水

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

O
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

O
用
紙
は
、
半
紙
(
縦
約
二
十
四

m

×
横
約
三
十
三
叩
・
習
字
用
の
半

紙
が
よ
い
)
と
し
、
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い
。
病
気
ま
た
は
身

体
の
障
害
な
ど
の
た
め
自
書
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代

筆
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
理
由
を
書
い
た
別
の
紙

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
盲

人
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し
て
も

九九九二

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

O
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

聞
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左

半
面
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

(
本
名
、
ふ
り
が
な
っ
き
)
、
生
年

月
日
、
職
業
(
な
る
べ
く
具
体
的

に
)
を
お
書
き
く
だ
き
い
。

詠
進
の
期
間
:
・
九
月
一
日
か
ら
十
月

十
一
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合

は
、
消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の

も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

あ
て
先
:
・
「
干
1
0
0

東
京
都
千

代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
宮
内

庁
」
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・
直
接
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
お
書
き
の
う
え
、
返
信
用

切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
、えて、

九
月
末
日
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。ロ

メ

モ

九
月
は
、
台
風
の
季
節
で
す
。
お

宅
の
台
風
対
策
は
万
全
で
す
か
。
災

害
に
備
え
て
、

日
ご
ろ
か
ら
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
ロ

l
ソ
ク
、
マ
ッ
チ
、
非
常
食
料
、
飲

料
水
な
ど
の
非
常
用
品
を
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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古
く
な
っ
た
消
火
器

取
り
扱
い
に
御
注
意

日
以
辺
、
山
く
な

っ
た
消
火
山市

の
似

裂
に
よ
る
化
似
下
位
が
あ
ち

こ
ち
で

起
き
て

い
る
た
め、

消
防
析
で
は
、

取
り
ぬ
い
に
は
制
心
の
注
立
を
払
う

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

〈
事
故
①
〉
山
月
、
北
海
道
稚
内
市

で
は
、
ご

み
を
焼
却
中
の
三
十
六
歳

の
男
性
が
、
火
の
勢
い
が
強
く
な

っ

た
た
め
物
出
に
あ

っ
た
占
い
消
火
山
市

を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
底
が
抜
け
破

えつ広報

(
七
月
三
十

一
日
現
作

次
の
万
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

諮
ん
で
ご
め
い

一怖
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

戸第 942号

4久 柴
，I I米山々
?回7](
うじ¥r 
i f-さ
告さん

んん

百川 下
有辺
山 町 .w~

裂
し
似
を
わ山
一情
。
死
亡
。

〈
事
故
②
〉
四
月
、
神
奈
川
県
雌
山

市
の
あ
る
工
場
で
は
、
た
ま
た
ま
消

火
訓
械
を
実
地
中
、
従
業
民
の
男
性

が
、
廃
棄
処
分
前
み
の
古
い
消
火
器

を
折
て
る
の
は
も

っ
た
い
な

い
と
使

用
し
た
と
こ

ろ、

底
部
が
抜
け
破
裂

し
胸
を
強
打
。
骨
折
で
三
か
月
の
重

伶
〈
事
故
③
〉
瓦
月
、

新
山
県
新
発
田

安

問

清

さ

ん

(大
手

二

市
川
庄
吉
さ
ん

関

限

男

さ

ん

色
川
九
十
九
さ
ん

(常
磐
城
瓦
)

小
山
英
光
さ
ん

木
村
け
き
じ
さ
ん

(
中
央
二

)

浅
美
興
四
郎
さ
ん

(
天
神
三
)

宮
原
ケ
サ
ヨ
さ
ん

深
町
登
美
子
さ
ん

A
Wl
ω
判
H
省
尻
町
n
市
ヤ
t

判
at
f
九

赤 大
岡手
坂 町

院城

内北

海
野
町

山
で
は
、

十
八
必
の

男
性
が
、
屋
外

=

に
枚
印
し
て
あ
っ

た
消
火
器

の
レ
パ

一

ー
を
似

勺
た
と
こ
ろ
破
裂
し
右
劇
部

一

を
山
快
。
立
識
不
明

の
重
体
と
な
り

一

三
日
後
死
亡
。

=

こ
の
ょ
っ
に
痛
ま
し
い

事
故
の
要

一

凶
は
、
い
ず
れ
も
溶
接
部
分
が
腐
食

一

し
て
い
る

の
を
知
ら
ず
に
使
用
し
て

中

い
ま
す
。
家
庭
内
で
は
特
に
台
所
な
E

対
象
者
:
・
婦
人
の
皆
さ
ん

ど
に
置
く
場
合
が
多
く
、
出
気
や
塩

一
と
こ
ろ

中
部
電
力
上
国
営
業
所
婦

分
な
ど
に
よ

っ
て
腐
食
し
て

い
る
こ

一

人
教
室

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

日
ご
ろ
の
点

一
定
員
:
・
各

コ
l
ス
と
も
二
十
四
名

険
管
理
に
気
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